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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 10,055 14.7 791 37.9 868 40.0 596 49.8

2021年３月期第３四半期 8,768 △11.7 573 △22.1 620 △23.7 398 △27.0

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 596百万円（52.1％） 2021年３月期第３四半期 392百万円（△27.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 143.94 －

2021年３月期第３四半期 96.09 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 11,922 8,623 72.3

2021年３月期 10,938 8,259 75.5

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 8,623百万円 2021年３月期 8,259百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2022年３月期 － 25.00 －

2022年３月期（予想） 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 19.6 1,100 55.3 1,170 47.8 770 48.9 185.78

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 4,149,200株 2021年３月期 4,149,200株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 4,637株 2021年３月期 4,566株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 4,144,595株 2021年３月期３Ｑ 4,144,646株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

(注)詳細は、添付資料P.７ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策としてのワクチン接種の促

進など感染拡大防止策の効果もあり、緊急事態宣言等がすべて解除された10月以降は持ち直しの動きが見られま

した。一方で、一部で部品部材調達が難しい状況が続いていることに加え、11月にはオミクロン株などの新たな

変異ウィルスが確認されるなど、依然として不透明な状況にあります。

このような環境のもとで当社グループは、お客様と従業員の安全と健康の確保を最優先としつつ、お客様のニ

ーズに応えるべく営業活動を継続してまいりました。当第３四半期連結累計期間における売上高は100億５千５

百万円（前年同期比14.7％増）、営業利益は７億９千１百万円（前年同期比37.9％増）、経常利益は８億６千８

百万円（前年同期比40.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億９千６百万円（前年同期比49.8％

増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

ジオテック（地盤改良）事業

一般の地盤調査や地盤改良工事の販売、当社独自の高耐久性を有した木製パイルを施工材料とする「環境パイ

ル工法」の販売および自社開発の地盤改良関連技術や関連する部材等の販売はいずれも増加し、また営業強化し

ております非住宅分野における販売も増加いたしました。売上高は47億８千万円（前年同期比20.3％増）、営業

利益は３億２千２百万円（前年同期比73.8％増）となりました。

木材加工事業

第２四半期連結累計期間に続き「ウッドショック」の影響による木製品の供給不足による需要増を背景に、保

存処理木材の生産および販売数量は前年同期比で増加いたしました。また木材利用促進の社会的要請を反映し非

住宅分野において保存処理をした高付加価値製品の引き合いも増加しております。売上高は28億７百万円（前年

同期比15.8％増）、営業利益は３億５千９百万円（前年同期比125.9％増）となりました。

セキュリティ機器事業

新型コロナウイルス感染症の営業活動への影響も徐々に改善し、売上高は20億７千９百万円（前年同期比

4.4％増）と前年を上回りました。一方で人員および設備の先行投資の影響もあり、営業利益は３千４百万円

（前年同期比78.8％減）にとどまりました。

石油製品事業

ガソリン消費の減少傾向が続く中、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための外出自粛、企業活動の抑制か

ら燃料油の販売数量は前年同期比減少しました。一方で燃料油の配達業務などのサービスに努めた結果、売上高

は３億８千８百万円（前年同期比3.1％増）、営業利益は６千５百万円（前年同期比10.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は119億２千２百万円であり、前連結会計年度末と比較して９億８千３

百万円増加いたしました。

流動資産は、受取手形及び売掛金や商品及び製品の増加等により11億２千４百万円増加いたしました。固定資

産は、機械装置及び運搬具や繰延税金資産等の減少により１億４千万円減少いたしました。

流動負債は、支払手形及び買掛金の増加、契約負債の計上等により９億３千４百万円増加いたしました。固定

負債は、商品保証引当金の取崩し等により３億１千４百万円減少いたしました。

純資産は、四半期純利益５億９千６百万円の計上等により前連結会計年度末から３億６千３百万円増加し、86

億２千３百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点における2022年3月期の連結業績予想につきましては、2021年4月28日発表の予想数値からは変更はあり

ません。

また、新型コロナウイルス感染症拡大による影響につきましては、主に以下の会計上の見積りで使用する仮定

に与える影響を評価した結果、当第３四半期連結会計期間末において変更を必要としたものはありません。

・棚卸資産の評価

・固定資産の減損

・繰延税金資産の回収可能性

なお、上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算定したものであり、実際の業績は同感染症の収束

時期等、様々な要因により変動する可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,195 3,627

受取手形及び売掛金 2,032 2,363

商品及び製品 769 1,033

原材料 411 505

その他 134 137

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 6,542 7,667

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 704 692

機械装置及び運搬具（純額） 480 431

土地 999 999

リース資産（純額） 15 11

その他（純額） 48 52

有形固定資産合計 2,249 2,188

無形固定資産

ソフトウエア 150 224

その他 73 5

無形固定資産合計 224 229

投資その他の資産

投資有価証券 92 93

繰延税金資産 225 167

投資不動産 1,442 1,436

その他 164 142

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 1,922 1,837

固定資産合計 4,396 4,255

資産合計 10,938 11,922

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,565 2,158

リース債務 5 4

未払法人税等 94 108

契約負債 － 307

賞与引当金 217 116

役員賞与引当金 14 －

その他 210 345

流動負債合計 2,107 3,042

固定負債

リース債務 12 8

退職給付に係る負債 152 142

商品保証引当金 303 －

資産除去債務 20 20

その他 82 84

固定負債合計 571 256

負債合計 2,678 3,298

純資産の部

株主資本

資本金 3,325 3,325

資本剰余金 1,146 1,146

利益剰余金 3,792 4,157

自己株式 △7 △7

株主資本合計 8,257 8,621

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 2

繰延ヘッジ損益 0 0

その他の包括利益累計額合計 2 2

純資産合計 8,259 8,623

負債純資産合計 10,938 11,922
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 8,768 10,055

売上原価 6,239 7,104

売上総利益 2,529 2,950

販売費及び一般管理費 1,955 2,159

営業利益 573 791

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 2 0

受取賃貸料 65 64

受取保険金 1 19

その他 8 13

営業外収益合計 80 99

営業外費用

支払利息 0 －

為替差損 14 3

賃貸費用 19 18

その他 0 1

営業外費用合計 34 23

経常利益 620 868

特別利益

固定資産売却益 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除却損 6 0

特別損失合計 6 0

税金等調整前四半期純利益 615 868

法人税、住民税及び事業税 127 211

法人税等調整額 89 60

法人税等合計 217 272

四半期純利益 398 596

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 398 596

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 398 596

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

繰延ヘッジ損益 △6 △0

その他の包括利益合計 △6 △0

四半期包括利益 392 596

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 392 596

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、商品及び製品等の販売について、従来は出荷時に収益を認識しておりましたが、着荷時に収益を

認識する方法に変更しております。また、代理人として行われる取引については、従来は顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識しておりましたが、純額で収益を認識する方法に変更しております。さらに、保証に対

する売上については、販売した機器の将来見込まれる保証費用を「商品保証引当金」として計上しておりました

が、当社が保証すべき費用は顧客に対する履行義務と認識して、「契約負債」を計上し、契約期間に渡って売上

高として計上しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は278百万円減少し、売上原価は324百万円減少し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ45百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高

は25百万円減少しております。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、時価のあるその他有価

証券の四半期連結貸借対照表価額の算定方法について、四半期連結決算日の１カ月前の市場価格等に基づく時価

法から四半期連結決算日の市場価格に基づく時価法に変更しております。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
ジオテック 木材加工

セキュリティ

機器
石油製品 計

売上高

外部顧客への

売上高
3,974 2,425 1,992 376 8,768 － 8,768

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 732 － 23 756 △756 －

計 3,974 3,157 1,992 400 9,524 △756 8,768

セグメント利益 185 159 163 58 567 6 573

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
ジオテック 木材加工

セキュリティ

機器
石油製品 計

売上高

外部顧客への

売上高
4,780 2,807 2,079 388 10,055 － 10,055

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 815 － 31 847 △847 －

計 4,780 3,622 2,079 419 10,902 △847 10,055

セグメント利益 322 359 34 65 782 9 791

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去６百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比べ、研究開発施設の建設により、「ジオテック」のセグメント資産の金額は

272百万円、「木材加工」のセグメント資産の金額は645百万円増加しております。また、茨城工場の新

設により、「木材加工」のセグメント資産の金額は305百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去９百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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